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「Create Lasting Impact」 持続可能なインパクト生み出そう 

第１８２５回   ２０２６年 ８月 ２７日 例会 

司会：金子 友之   週報：松村 洋平 

 

◆ 点 鐘 会長 井上 大輔 

◆ ロータリーソング 「我等の生業」」 

◆ お客様紹介 

  第 12 グループ ガバナー補佐 高山 公子 

          グループ幹事 遠藤 陽介 

  元米山奨学生         イー コン 

  習志野中央ローターアクト   中島 広貴 

 

◆ 会長挨拶 会長 井上 大輔 

皆さん、こんにちは。まず報告です。25 日火曜日に第 1 回会長幹事会が八千代で開催されました。地区か

らの依頼事項、各クラブの近況報告等が共有されました。会長、幹事の親睦を図ることができました。 

いよいよ来週は、森島ガバナーの公式訪問です。今日は、来週の公式訪問を、ぜひクラブ全員で盛り上げて

いきたいというお話をさせていただきます。公式訪問は、ガバナーから地区の方針を直接お聞きする貴重な機

会です。同時に私は、森島ガバナーに、「習志野中央ロータリークラブは、元気があるな」「みんなで一緒に活

動しているな」「これからが楽しみなクラブだな」と思っていただけるような公式訪問にしたいと思っていま

す。そのためにも、まずは全員出席を目指したいと思います。 

今日は、公式訪問に先立って、ガバナー補佐とグループ幹事のお二人にお越しいただいています。お二人か

ら、公式訪問ではどんなところがポイントになるのか、どんな準備をしておけばよいのか、お話をいただきま

す。ぜひ皆さんにも、来週の公式訪問をより有意義なものにするために、参考にしていただきたいと思います。 

もう一つ、私から皆さんにお願いがあります。私は今回のガバナー公式訪問に合わせて、ロータリー財団と

米山記念奨学会への寄付をしたいと考えています。もちろん、これは強制するものではありません。できれば

会員の皆さんにも趣旨にご賛同いただき、習志野中央ロータリークラブとして、みんなでロータリーの未来を

支える機会にできれば嬉しいと思っています。少しだけ、それぞれの寄付の意味をご紹介します。 

まず、ロータリー財団です。ロータリー財団は、世界中のロータリアンからの寄付をもとに、ポリオ根絶、

平和の推進、疾病予防、教育、地域社会への支援など、世界中の奉仕活動を支えています。そして、ここはぜ

ひ皆さんにも知っておいていただきたいのですが、私たちがロータリー財団に寄付したお金の一部は、地区補

助金という形で、私たちの地区の奉仕活動にも活用されています。つまり、財団への寄付は、「世界のために

出して終わり」ではありません。巡り巡って、私たちのクラブが行う地域の奉仕プロジェクトを支える財源に

もなっています。私たちが今年度取り組んでいる EEH プロジェクトについても、地区補助金を活用すること

で、より大きな奉仕につなげることができています。そう考えると、財団への寄付は、「世界への奉仕」と「自
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分たちの地域への奉仕」をつなぐものでもあると思います。 

そして、もう一つが米山記念奨学会です。米山奨学事業は、日本で学ぶ外国人留学生を支援する事業です。

奨学生への経済的な支援だけではなく、ロータリアンとの交流を通じて日本とのつながりをつくり、将来、世

界と日本をつなぐ人材を育てていく。いわば、「人を通じて、国と国をつなぐ」事業だと思います。 

ロータリー財団は世界への奉仕を支える。米山は人を通じて国際交流と未来をつくる。どちらもロータリー

らしい、とても大切な活動だと思います。今年度、私たちは国際奉仕にも力を入れようとしています。今回の

寄付も単なる「寄付金集め」と考えるのではなく、「自分たちの奉仕の可能性を、もっと世界に広げていく」

という意味で、一緒に取り組んでいただけたらと思います。 

そして何より、来週は皆さんと一緒に森島ガバナーをお迎えしたいと思います。今年度、習志野中央ロータ

リークラブは、新しいことにもどんどん挑戦しています。会員増強、新しい奉仕活動、野球教室、そして国際

奉仕。一つひとつの活動を通じて、クラブの「勢い」をつくっていきたいと思っています。その勢いを、来週

は森島ガバナーにも感じていただきたい。「習志野中央ロータリークラブはちょっと違うな」そう思っていた

だけたら最高だと思います。そのためにも、まずは全員で参加すること。そして、みんなで盛り上げること。 

来週の公式訪問を、今年度の一つの大きなスタートにしたいと思います。ぜひご協力をお願いいたします。 

 

◆ 幹事報告 幹事 寺田 良一 

1．ポリオプラス・ソサエティのご案内が届いております。 

  毎年 100＄の寄付を約束いただける方を募集しております。 

  希望の方は私宛に連絡お願いいたします。 

２. 2720 地区（熊本）より、井戸掘削業者の紹介をお願いされております。 

３．富津中央ロータリークラブより創立 60 周年記念式典の案内が来ております。 

４．柏東ロータリークラブより事務所変更の案内が来ております。 

５．本日の例会終了後に次週ガバナー公式訪問の確認事項について 

理事の皆様は少し残っていただきますようお願いいたします。 

 

◆ 挨 拶 

□第 12 グループ ガバナー補佐 高山 公子 

 「森島ガバナー公式訪問・地区大会・ラーニング」 

 ガバナーは早めにお見えになります。ディスカッションは、皆の意見が聞ける

良い機会になりますので、こういう機会を生かしていただきたいと思います。 

地区大会は、午後から基調講演がありますので、大懇親会までの参加をお願いしたいとのことです。 

 12 グループのラーニングは、RLI について、国際ロータリー第 2620 地区 甲府 RC パストガバナー 

高野孫左ヱ門様をお呼びしています。 

ディスカッションテーマは「危機管理について」皆様のご参加をお願い致します。 

□第 12 グループ グループ幹事 遠藤 陽介 「ガバナー公式訪問」 

ガバナーのお考え→ご自身として掲げる強いテーマはあえて設けず、あくまで

も RI の重点項目を大切にしていきたい。 

年次寄付→大きな目標、強制ではなく、自クラブの前年度実績を少しでも超え

て頂ければ。 

会員増強→第 2790 地区の RI からの純増目標は 49 名。前年度純増は 7 名（退会者も多い為） 増強は勿

論ではありますが、退会防止の観点にも注力しながら日々のクラブ運営をより良きものにして頂きたい。 
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◆ ニコニコ BOX 

高橋直前会長にお店にご来店、爆買いしていただき感謝します 遠藤 陽介 

お客様 ようこそご来会くださいました 小菅 和彦 

レクサスを買いました！ 川村 賢司 

 

◆ 卓 話  奉仕プロジェクト委員長 河手 正直 

本日は、当クラブで進めております「ダバオ衣料品支援事業」につきまして、

実行編としての今後の具体的なスケジュールや決議事項をご報告・ご提案させていただきます。  

会員の皆様には、事前に LINE にて事業計画や「送りたいリスト」をお送りさせていただきました。すで

に 8 月 23 日（土）より、住宅問題様の倉庫をお借りして収集 BOX を設置しております。ご協力いただける

衣料品がございましたら、水曜日を除く 9 時 30 分から 18 時までの間に是非お持ち込みください。  

【今後のスケジュールについて】 今後の主なスケジュールについてご説明いたします。  

1. 集荷・検品・梱包（8 月〜10 月） 

・集荷期間： 9 月 29 日（火）まで受付いたします。  

・検品・梱包作業： 10 月 1 日（木）の例会終了後、国際奉仕・社会奉仕・環境委員の皆様と一緒に実

施いたします。  

・梱包は船便（80kg 分）と機内手荷物（32kg 分）に分けて行い、同時に通関用およびマティナ・ダバオ

RC（RC Matina Davao）報告用の写真付き発送品リストを作成します。  

2. 発送（10 月上旬〜11 月上旬） 

・船便は 10 月上旬の梱包作業完了後、速やかに発送いたします。  

・また、私・河手が 11 月 8 日に機内手荷物として 32kg 分を直接ダバオへ運び込み、11 月 9 日頃にマテ

ィナ・ダバオ RC へ持参いたします。船便の到着日程は不確定要素があるため、現地での配布セレモニ

ーにはこの手荷物分を確実に使用する予定です。  

3. 現地到着および合同配布活動（11 月中旬） 

・現地での配布セレモニーは 11 月 15 日（日）を想定しております。フィリピンでは日曜日の礼拝後に

集まる習慣があるため、礼拝終了後の開催に向けてマティナ・ダバオ RC や現地組織と連携を進めます。  

【本日決めていただきたいこと（ご諮問事項）】  

本日、皆様にご決定いただきたい点が 2 点ございます。  

1. 共同プロジェクトのバナー（横断幕）作成について 

・現地でのセレモニーや集合写真で使用するバナーを作成したいと考えております。本日お手元の資料

（画像）にあるようなイメージで生成 AI を活用してデザインを作成いたしました。こちらの作成可否

についてご承認をいただきたく存じます。  

2. 現地訪問者の確定 

・11 月中旬の現地訪問者につきまして、当クラブからは井上会長にご同行いただくことがマスト（必

須）と考えております。また、ご参加いただける会員の皆様を確認させていただきたいと思います。 

  

◆ 出席委員会 荒木 和幸 

会員数 出席免除 当日出席 
メーク 

アップ 
出 席 欠 席 出席率 

46 1 29 3 29 16 71.11% 


